
対
象
校
」
と
し
て
、
「
３
年
連
続
定

員
割
れ
」
を
理
由
に
生
野
区
の
勝
山

高
校
を
桃
谷
高
校
Ⅰ
Ⅱ
部
と
統
合
し
、

勝
山
の
校
地
に
多
部
制
単
位
制
の
新

校
を
設
置
、
桃
谷
高
校
は
通
信
制
と

定
時
制
の
み
に
す
る
と
の
案
を
示
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
様
々
な
点
か
ら
困

難
で
あ
り
、
教
育
条
件
を
低
下
さ
せ
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
「
行
き
場
」

を
奪
う
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
夜
間

定
時
制
の
「
学
校
配
置
の
あ
り
方
を

含
め
た
対
応
方
策
を
検
討
」
な
ど
と
、

定
時
制
の
統
廃
合
も
ね
ら
っ
て
い
ま

す
。府

教
委
は
こ
の
５
年
間
に
、
す
で

に
６
つ
の
府
立
高
校
（
池
田
北
・
咲

洲
・
西
淀
川
・
大
正
・
柏
原
東
・
長

野
北
）
の
募
集
停
止
・
廃
校
を
強
行

し
、
大
阪
市
で
も
市
立
高
校
１
校
減

（
３
校
統
廃
合
と
１
校
新
設
）
方
針

が
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
、

道
理
の
な
い
高
校
つ
ぶ
し
を
許
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
「
大
阪
の
高

校
を
守
る
会
」
が
提
起
し
た
府
教
委

宛
の
署
名
（

月

日
集
約
）
に
、

11

10

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
府
高
教
委
員
長
・
大
阪
の
高
校
を

守
る
会
事
務
局
長

志
摩
毅
）

HP 府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
―
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信第

回「

短
歌
を
楽
し
む
会
」(

・

・
１

）

212

18

10

参
加
者

四
人
。
出
稿
は
十
人
二
十
一
首
。
カ
ラ
ス
に
食
べ
ら
れ
た
髙
橋
さ
ん

の
梨
は
来
年
は
網
を
掛
け
て
こ
の
会
で
食
べ
よ
う
と
先
月
誓
い
ま
し
た
が
、
今
月

は
ぶ
ど
う
畑
で
椋
鳥
を
追
い
払
い
一
日
空
き
缶
を
叩
く
川
上
さ
ん
の
姿
を
み
ん
な

楽
し
く
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

谷
畑
を
耕
し
て
十
八
年
目
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
の
雌
に
出
会
い
つ

髙
橋
貞
雄

夥
し
き
椋
鳥
追
わ
む
と
ぶ
ど
う
畑
に
日
が
な
一
日
空
缶
を
叩
く

川
上
憲
一

夏
告
げ
る
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
の
朱
の
色
に
今
日
も
が
ん
ば
る
勇
気
も
ら
い
し

月
岡
秀
夫

聖
パ
ウ
ロ
悟
り
を
開
き
ス
テ
ィ
ー
ブ
が
ス
マ
ホ
発
明
シ
リ
ア
ど
こ
へ

池
永

孝

な
ぜ
云
わ
ぬ
地
震
雷
台
風
と
我
草
屋
の
屋
根
が
吹
き
飛
ぶ

松
田
皓
平

お
く

府
教
委
は｢

諸
般
の
事
情｣

と
言
い
放
ち
夜
間
高
校
の
灯
を
消
し
去
り
ぬ

五
百
蔵
光
彦

傘
さ
し
て
布
団
担
い
で
子
ど
も
抱
き
働
く
マ
マ
の
月
曜
の
朝

佐
々
木
有
馬

拷
問
を
認
め
謝
罪
の
仏
政
府
そ
を
促
し
た
は
市
民
の
声
か

福
谷
美
智
子

ぬ
ち
か
じ
り
平
和
の
旗
を
う
ち
た
て
ん
海
空
碧
き
ア
ダ
ン
の
木
の
島

鈴
木
晋
司

九
十
二
歳
の
先
輩
が｢

妹
が
孤
独
死
し
た｣

と
助
け
求
め
来

山
尾
邦
子

く

次
回
第
二
一
三
回
の｢

楽
し
む
会｣
は
、
十
一
月
十
二
日(

月)

二
時
か
ら
教
育
会

館
な
な
め
向
か
い
の
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
で
行
い
ま
す
。
歌
稿
は
十
一
月
五
日
（
月
）
ま

で
に
左
記
宛
、
ハ
ガ
キ
・F
AX

・
メ
ー
ル
な
ど
で
お
送
り
下
さ
い
。

〒583-0024

藤
井
寺
市
藤
井
寺
二
丁
目
６
ー

山
尾
邦
子

17

tel

・fax
072-954-8524

ma
il

k
un
ch
a
n9
25
@o
u
tl
oo
k
.j
p

携
帯

0
90
9
16
7
3
03
1

災
害
続
き
の
夏
も
終
わ
り
、
秋
ら

し
い
日
が
続
く
今
日
こ
の
頃
、
退
職

教
職
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
間
の
「
高
校
つ
ぶ
し
反

対
」
の
と
り
く
み
へ
の
暖
か
い
ご
支

援
・
ご
協
力
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
府
教
委
は
８
月

日
に
新

30

た
な
「
再
編
整
備
計
画
（
案
）
」
を

発
表
し
、
「

月
の
教
育
委
員
会
会

11

議
で
決
定
す
る
」
と
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
中
卒
生
の
減
少
を
口
実

に
、
今
後
５
年
間
に
、
新
た
に
「
府

立
高
校
・
大
阪
市
立
高
校
あ
わ
せ
て

８
校
程
度
」
を
募
集
停
止
・
廃
校
に

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

「
１
学
級

人
」
「
１
学
年
７
ク
ラ

40

ス
規
模
」
を
不
動
の
前
提
と
し
て
試

算
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
他
都
道

府
県
で
す
す
ん
で
い
る
「

人
学
級
」

35

や
全
国
平
均
の
「
１
学
年
６
ク
ラ
ス

規
模
」
で
試
算
す
れ
ば
、
学
校
を
減

ら
す
必
要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
少

子
化
の
も
と
で
折
角
生
ま
れ
て
い
る

教
育
条
件
改
善
の
チ
ャ
ン
ス
を
自
ら

つ
ぶ
し
、
子
ど
も
た
ち
の
「
学
ぶ
権

利
」
を
奪
う
「
８
校
廃
校
」
案
は
断

じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
府
教
委
は
「
今
年
度
実
施

秋の散策

江戸時代から明治時代初期までキリスト教の信仰が禁じられた日

本での「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界遺産に

登録されましたが、長崎・天草以外にも、茨木市北部山間部、千提

寺・下音羽地区でも、ひそかに信仰を守った人たちがおり、その遺

産が大正時代に発見されました。 「聖フランシスコ・ザビエル像」

が有名です。こうした遺産に触れ、棚田が広がる秋の風景を楽しみ

ましょう。

日時：11月 21日（水） ９時 40分集合（時間厳守）
集合場所 JR茨木駅改札出口
★大阪方面からの電車 大阪駅９時 25 分（快速・米原行）発→茨木
駅９時 38分着

★京都方面から電車 京都駅９時 14 分発（快速・姫路行）発→茨木
駅９時 36分着

行程：JR 茨木駅（阪急バス 10 時１分発）→下音羽バス停下車→高雲
寺→寿命院→忍頂寺スポーツ公園・竜王山荘→キリシタン遺物資料

館→寺山口（千提寺西遺跡遠望）→千提寺口バス停

持ち物：弁当、水筒、天候により雨具

その他：事前の申し込みは不要です。

天候が疑わしい場合は午前７時までに下記いずれかにお電話下さい。

連山 豊 072-941-8794 山上俊夫 06-6571-6295
笹岡優光 06-6613-0898 辻 清孝 072-453-5214

｢隠れキリシタンの里｣を歩く 子
ど
も
た
ち
の｢

学
ぶ
権
利｣

を
奪
う

｢

８
高
廃
校
案
」
は
断
じ
て
許
せ
な
い

府
高
教
委
員
長

志
摩

毅

府
高
退
教
の
代
表
と
し
て
、
デ

ニ
ー
知
事
誕
生
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。
９
月

日
～

日
ま

18

23

で
実
質
４
日
間
の
行
動
で
し
た
が
、

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト

宣
伝
と
ビ
ラ
配
布
、
個
別
訪
問
に

電
話
に
よ
る
対
話
を
目
い
っ
ぱ
い

行
い
ま
し
た
。

特
に
走
行
中
の
車
か
ら
の
温
か

い
声
援
、
人
通
り
の
少
な
い
住
宅

街
や
マ
ン
シ
ョ
ン
近
く
で
と
ス
ポ

ッ
ト
宣
伝
を
や
っ
て
い
る
と
、
窓

を
開
け
手
を
振
る
人
、
家
か
ら
飛

び
出
し
て
き
て
握
手
を
求
め
る
人
、

拍
手
す
る
人
な
ど
、
こ
ち
ら
が
逆

に
励
ま
さ
れ
る
場
面
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
「
こ
れ
は
勝
て
る
！
」

し
か
し
、
相
手
は
憲
法
・
民
主

主
義
否
定
の
安
倍
政
権
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
個
人
攻
撃
、
事
実
無
根
の

ビ
ラ
配
布
、
国
家
権
力
と
金
力
に

よ
る
、
業
者
・
団
体
締
め
付
け
な

ど
凄
ま
じ
い
攻
撃
。
が
、
結
果
は

８
万
票
の
大
差
を
つ
け
て
の
勝

利
、
最
大
の
勝
因
は
権
力
に
絶
対

屈
せ
ず
、
辺
野
古
に
基
地
は
つ
く

ら
せ
な
い
と
い
う
沖
縄
県
民
と
全

国
か
ら
の
支
援
が
強
固
な
団
結
を

生
み
、
彼
ら
を
逆
に
追
い
つ
め
た

こ
と
で
す
。
辺
野
古
視
察
で
は
視

察
船
の
両
側
か
ら
警
備
会
社
と
海

上
保
安
庁
の
船
が
「
進
入
禁
止
区

域
だ
か
ら
す
ぐ
に
帰
れ
」
と
威
嚇

す
る
中
、
す
べ
て
の
工
事
が
ス
ト

ッ
プ
し
、
建
設
も
た
っ
た
６
％
完

成
し
た
だ
け
の
護
岸
や
海
底
の
巨

大
サ
ン
ゴ
を
観
ま
し
た
。
今
後
、

国
が
訴
訟
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
を
使

っ
て
基
地
建
設
を
す
す
め
る
こ
と

は
必
至
で
す
が
、
「
基
地
は
つ
く

ら
せ
な
い
」
世
論
を
も
っ
と
高
め
、

安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む
こ

と
が
い
っ
そ
う
重
要
と
の
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。

沖
縄
知
事
選
挙
に

参
加
し
て

末
光
章
浩
（
大
教
組
本
部
）
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【

月
】

10
日(

金)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

19

14

00

歌
う
会

日(

土)
:

教
育
の
つ
ど
い

20

13

30

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺

日(

水)

～

月
２
日(

金)

31

11全
退
教
ツ
ア
ー

長
野

【

月
】

11

３
日(

土)
:

大
退
教
囲
碁
大
会

10

00

教
育
会
館
ロ
ー
ズ

３
日(

土)
:

総
が
か
り
集
会

13

30

扇
町
公
園

５
日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

14

00

７
日(

水)
:

大
退
教
歴
史
探
訪

13

00

桜
ノ
宮
駅
集
合

JR

日(

月)
:

短
歌
を
楽
し
む
会

12

14

00

日(

金)
:

府
高
退
教
幹
事
会

16

14

00

日(

水)

９:

秋
の
散
策

21

40

茨
木
駅
集
合

JR

日(

金)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

30

14

00

歌
う
会

当

面

の

日

程

小さい頃から農業は憧れでした。18歳で大阪に来て11回住所を変わ

りました。広い庭付きの家を求めて。都市部は嫌で少しでも田舎を

求めての生活でした。終の棲家と決めたのは京田辺市の旧大住地

区。家の裏に約100坪の庭、約1㎞離れたところに1反弱の広さの畑

を借りています。庭は花木を、畑は野菜と分けてやっています。隣

近所は専業農家や兼業農家ばかり、近所付き合いが好きなので様々

な知恵や技術を教えてもらっています。昨年は1年かけて庭の草花

をチェック、花が咲いた時期と名前を記録しましたらなんと420種

の花が確認できました。今年は家族でスイカとトマトを1か月以上

食べ放題できたらいいなを目標にしましたら大成功。1か月を超え

る毎日食べ続けました。毎年多くの作物を作っていますので家で消

費出来ず貯蔵のきかないものは所属するサークルや知人にお分けし

ています。同じように畑を借りて耕している方々とも顔なじみにな

り「畑を楽しむ会」でも作ろうかと思っています。またオープンガ

ーデンもやりたいのですが庭が狭すぎて踏み切れません、せめて30

0坪の庭があれば・・・。

無農薬を原則にしてきましたが害虫や病気にやられ苦心していま

す。特に庭に植えた果樹は野鳥の格好の獲物、サクランボやジュン

ベリー、ブルーベリーやビワなどたわわに実ったのが瞬く間になく

なりました。畑はモグラが多くその穴に野ネズミが巣食い、サツマ

イモ・ジャガイモ・ニンジンがかじられ大変でした。今年はさらに

異常気象（高温と干魃）で草引きと水遣りにおわれ大変でした。そ

れでも辞める気はありません、毎年同じことを繰り返しています。

石橋伸一（長尾）

秋の女性サロンご案内
「シャンソンを歌う会」が目下練

習中の曲は映画「会議は踊る」の

主題曲です。ところが歌の歌詞と

題名がどうも合致しない、一度映

画を皆で見てみよう。どうせやる

なら女性サロンと共催にしたら？

と言う次第で、今回のサロンは下

記の通り、映画鑑賞会に決定。今

年の「銘酒を楽しむ会」でも披露

予定の歌です。皆さん（女性も男

性も）どうぞご参加下さい。

日時：１１月９日（金）午後２時

場所：ガット・ネロ

内容：お茶をしながら映画鑑賞

費用：コーヒー代実費（希望者）

モ
ン
ゴ
ル
訪
問
記

（
そ
の
四
）

近
く
て
遠
い
国

鞍
元

和
子
（
長
尾
）

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
往
き
の
機

内
で
、
浴
衣
姿
で
ち
ょ
こ
ん
と

座
っ
て
い
る
逸
ノ
城
関
を
見
つ

け
ま
し
た
。
相
撲
然
り
、
日
本

と
モ
ン
ゴ
ル
は
い
ろ
い
ろ
と
似

て
い
る
と
こ
ろ
の
多
い
近
い
国

で
す
。

同
じ
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
血
が

流
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
し
り
に

出
る
蒙
古
斑
も
共
通
し
て
い
ま

す
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
語
は
、
文

を
つ
く
る
時
の
語
の
並
べ
方
が

日
本
語
と
全
く
同
じ
で
、
「
私

は
一
頭
の
ヒ
ツ
ジ
を
オ
オ
カ
ミ

に
食
べ
ら
れ
た
」
は
、
「
ビ
ー

（
私
は
）
・
ネ
グ
（
ひ
と
つ

の
）
・
ホ
ニ
（
ヒ
ツ
ジ
）
イ
グ

（
を
）
・
チ
ョ
ノ
ン
（
オ
オ
カ

ミ
）
ド
（
に
）
・
イ
ド
ゥ(

食

べ)

ウ
ー
ル
（
ら
れ
）
セ
ン

（
た
）
と
な
る
そ
う
で
す
。

で
も
日
本
人
に
と
っ
て
モ
ン

ゴ
ル
は
ま
だ
ま
だ
未
知
の
国
で

す
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
皆
が
遊
牧

を
し
、
移
動
式
テ
ン
ト
の
「
ゲ

ル
」
で
生
活
し
て
い
る
お
と
ぎ

の
国
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人

も
あ
る
よ
う
で
す
し
、
知
人
に

「
一
夫
多
妻
制
の
国
で
し
ょ

う
？
」
と
聞
か
れ
言
葉
を
失
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
が
「
モ
ゴ
ル
に
は
『
い
じ

め
』
に
相
当
す
る
概
念
が
無

い
」
（
「
大
学
生
が
見
た
素
顔

の
モ
ン
ゴ
ル
」

滋
賀
県
立
大

島
村
一
平
編
）
や
、
「
男
女
平

等
指
数
が
世
界
１
５
６
か
国
中

モ
ン
ゴ
ル
７
位
（
日
本
１
１
４

位
）
」
（
「
現
代
モ
ン
ゴ
ル
を

知
る
た
め
の
５
０
章
」
小
長
谷

有
紀
ら
編
著
）
と
い
う
こ
と
を

知
っ
た
と
き
も
少
な
か
ら
ず
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
実
は
モ
ン

ゴ
ル
女
性
の
教
育
レ
ベ
ル
は
高

く
、
国
内
の
女
性
研
究
者
の
割

合
は
４
５
％
以
上
で
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
。
ち
な
み
に
夏
の
ツ

ェ
ベ
ク
マ
キ
ャ
ン
プ
で
采
配
を

振
る
う
ツ
ェ
ベ
ク
マ
さ
ん
の
娘

の
イ
ミ
ナ
さ
ん
も
、
本
職
は
れ

っ
き
と
し
た
電
子
工
学
の
大
学

教
授
で
す
。

日
本
の
約
４
倍
の
国
土
に
、

人
口
は
わ
ず
か
約
３
０
０
万
人

（
茨
城
県
の
人
口
と
ほ
ぼ
同

じ
）
。
世
界
有
数
の
地
下
資
源

保
有
国
で
あ
り
な
が
ら
、
資
金

・
技
術
・
労
働
人
口
・
政
治
な

ど
の
問
題
か
ら
大
規
模
産
出
で

の
経
済
発
展
が
ま
ま
な
ら
な
い

モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
が
、
国
同
士

も
っ
と
交
流
を
深
め
、
互
い
に

理
解
し
協
力
し
合
う
事
が
必
要

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
か
ら
４
年
後
の

２
０
２
２
年
は
、
１
９
７
２
年

に
モ
ン
ゴ
ル
と
の
国
交
が
開
か

れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
５
０
年
の

節
目
の
年
で
す
。
そ
の
頃
私
は

も
う
一
度
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
な

た
か
ご
一
緒
し
ま
せ
ん
？

ツ
ェ
ベ
ク
マ
キ
ャ
ン
プ
風
景

瀋
陽
に
て

鋤
柄

正
昭
（
摂
津
）

２
０
１
３
年
３
月
に
定
年

退
職
し
、
４
月
よ
り
中
国
東

北
部
、
瀋
陽
で
中
国
の
高
校

生
に
日
本
語
で
数
学
を
教
え

る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
瀋

陽
は
８
０
０
万
の
大
都
市
で

す
。
そ
の
経
験
を
紹
介
し
ま

す
。勤

務
し
た
学
校
は
東
北
育

才
外
国
語
学
校
と
い
い
ま

す
。
東
北
育
才
学
校
と
い
う

歴
史
あ
る
学
校
を
母
体
と
し

て
、
京
都
の
学
校
法
人
の
資

本
で
１
９
９
８
年
に
創
立
さ

れ
た
私
立
の
中
高
一
貫
校
で

す
。
育
才
学
校
は
周
恩
来
が

卒
業
し
た
学
校
と
し
て
有
名

で
す
。
一
学
年
４
０
名
４
ク

ラ
ス
で
、
約
１
０
０
０
名
在

籍
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の

大
学
に
進
学
し
た
い
生
徒
は

毎
年
７
０
名
位
で
す
。
び
っ

く
り
す
る
程
有
名
大
学
に
進

学
し
て
い
き
ま
す
。
残
り
の

生
徒
の
進
学
先
は
欧
米
も
し

く
は
中
国
国
内
の
大
学
で

す
。
生
徒
は
日
曜
の
夕
方
帰

校
し
、
金
曜
の
夕
方
帰
宅
す

る
全
寮
制
で
、
学
校
内
に
生

徒
用
に
一
室
８
名
の
宿
舎
が

あ
り
ま
す
。
中
学
３
年
か
ら

日
本
語
を
学
び
、
高
３
生
の

頃
に
は
日
常
会
話
が
十
分
で

き
て
い
ま
し
た
。

生
徒
の
１
日
は
、
６
時
半
に
起

床
し
、
グ
ラ
ン
ド
に
出
て
思
い
思

い
に
体
を
動
か
し
、
生
徒
用
の
食

堂
で
朝
食
を
と
り
ま
す
。
４
０
分

１
コ
マ
で
午
前
中
に
５
コ
マ
、
午

後
に
４
コ
マ
の
授
業
が
あ
り
ま

す
。
１
２
時
に
午
前
中
の
授
業
が

終
わ
り
、
昼
食
を
と
り
ま
す
。
午

後
の
始
ま
る
の
は
１
時
５
０
分
で

そ
の
前
に
Ｈ
Ｒ
が
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
番
組
を
ネ
ッ
ト
で
流
し
て
い
ま

し
た
。
午
後
の
授
業
は
４
時
過
ぎ

に
終
わ
り
ま
す
。
６
時
ま
で
が
自

由
時
間
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
で
バ
ス

ケ
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。
夕
食
を

と
り
、
と
に
か
く
た
く
さ
ん
食
べ

ま
す
。
体
も
大
き
い
で
す
。
東
北

部
は
中
国
で
も
大
き
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
１
．
８
メ
ー
ト
ル
を
越

え
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
６
時
か
ら
９
時
半
ま
で
自
学

時
間
で
す
。
教
卓
の
前
に
担
当
の

職
員
が
い
ま
す
。
黙
々
と
自
習
し

ま
す
。
宿
舎
で
は
勉
強
す
る
ス
ペ

ー
ス
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
（
以
下
次
号
）
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